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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、現在増加するクラウドワーカーについて、その労働実態と健康につ
いて実態を明らかにすることであった。法律と政策、既存の研究の情報整理を行うと共に、インターネットのア
ンケート調査を実施した。対象は、日本全国で働く労働者18～65歳の男女であり、約3,000人の労働者から回答
を得た。クラウドワークなどの仕事を行っている人とそうでない人の2群に分けて分析した。また、その中で
も、本業と副業の違いや、正規雇用労働者、非正規雇用（パート・アルバイト、派遣労働者、契約社員、嘱
託）・自営業／個人事業主などの違いに着目して健康と生活に関する分析を行った。  

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to assess the working conditions and health 
status of the rapidly increasing population of crowdsourcing workers. We collected data on relevant 
laws, policies, and prior epidemiological studies. Moreover, we implemented an online questionnaire 
survey targeting male and female workers aged 18-65 across Japan. We received responses from 
approximately 3,000 workers. For our analysis, we classified the respondents into two groups: those 
engaged in crowdsourcing or other forms of employment and those who were not. Furthermore, we 
conducted a detailed examination of health and lifestyle, highlighting the differences between 
primary and secondary occupations, as well as disparities among regular workers, non-regular workers
 (including part-timers, dispatched workers, contract workers, and temporary workers), and 
self-employed individuals or sole proprietors.

研究分野： 社会疫学

キーワード： 社会疫学　産業保健　健康格差　雇用形態多様化　Industry 4.0　Society 5.0　働き方改革　ギグワー
ク

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現在、働き方改革や技術の発展に伴い、労働形態のさらなる多様化が進んでいる。その一部が、クラウドワーク
のように特にオンライン上で仕事を得て作業を行う労働者である。主に、個人事業主として働き、その中でもそ
れを本業にする労働者と、その他に仕事を持ちながら副業・兼業として仕事をする労働者がいる。こうした労働
者の実態や健康と生活については、他の労働形態と比較した研究はほとんどない。本研究に基づくアンケート調
査結果により、新しい形態で拡大する労働者の健康状況を明らかにすることができた。社会変化に伴う労働者の
状況を示す社会的意義と、まだ研究されていない分野の疫学研究という学術的意義があると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
日本では 1990 年代後半から終身雇用の正規雇用と異なる非正規雇用労働者が増加し、雇用 

形態多様化の社会に変化を遂げてきた。2018 年公布の「働き方改革を推進するための関係法 
律の整備に関する法律」では、講ずべき 4 つの施策に多様な就業形態の普及、雇用や就業形 
態を問わず公正な待遇の実現を含み、多様な働き方が選択できる社会が求められている。 
これまで、多様な就業形態ではたらく非正規雇用者（パート・アルバイト、派遣社員、契 
約社員など）はその不安定な身分ゆえに特に精神的な健康を損なうことがメタアナリシスで 
知られている（Virtanen M, 2005）。申請者もこれまで雇用形態多様化が健康に及ぼす影響を研 
究してきた。コホート研究の結果から、非正規雇用者は正規雇用者と比べて精神的理由によ 
る診療所受診が多いことを示した（Inoue M, et al. 2011）。また、特にフルタイムで働くアルバ
イトや派遣労働者は、正規雇用者と比べて健康診断受診が低く（Inoue M, et al. 2012）、雇用形
態間の予防医療アクセスの差を示した。 
雇用形態の多様化と共に、ワーク・ライフ・バランスの実現を目指す人口の増加、技術革 

新の後押しもあり、現在では物理的に会社や工場などの事業所に行かずに働く新しい就労形 
態がみられるようになった。その代表がクラウドワーカーである。クラウドワーカーは、業 
務単位で外部発注される事業を仕事とし、ウェブ上で仕事を完結させる主にはフリーランス 
の労働者である。彼らは、そもそも場が特定されない自宅等からインターネットの情報網 
（クラウド上）で仕事を得て、作業をして仕事を完結する。したがって従来型の労働者と異 
なり、働く場所が見えない労働者という新しい特徴がある。厚生労働省の労働政策審議会資 
料によれば、その数は日本でも 1,000 万人に上るとされる。日本同様に海外でもクラウドワー 
カーの労働状況への懸念、潜在的な健康影響の課題が指摘されているが、疫学調査などによ 
る研究は報告されていない。 
クラウドワーカーが経験しうる健康上の危険の一部は、既存の産業関連の疾病が応用でき 

る。たとえば、Visual Display Terminals（VDT）作業者の眼の健康、腰痛などの身体的な健康
影響が予測される。同時に、フリーランスのクラウドワーカーは雇用の不安定さがあるため精神 
面が懸念される。収入面の不安を埋めるためには長時間労働も発生すると予想される。さら 
に、既存の産業衛生制度から外れる労働者が増加することになり、社会保障や医療へのアク 
セスが変化することが予想される。したがって、本研究の核心をなす主たる問いは「多様な 
就労形態を普及する方向にあるが、その職で働くクラウドワーカーは身体的・精神的に健康 
で働いているか？」である。次に「クラウドワーカーは予防や治療などの医療アクセス、社 
会保障制度にどのような立場で含まれているのか？」というのが第 2 の問いである。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、現在増加するクラウドワーカーについて、その労働実態と共に、健康の観点

から１）身体的健康（パソコン等従事者にみられる視覚症状や腰痛等）、２）精神的健康、３）
予防医療・治療へのアクセス、４）社会保障加入状況を明らかにすることであった。 
 
３．研究の方法 
 
初年度は、文献調査や法律と政策の情報整理を行った。特に近年課題になっている、雇用と自

営業・個人事業主の間にある、ギグワーク、クラウドワークなど、雇用類似と称される労働者の
社会状況、労働政策について情報を得た。また、日本のみならず、世界での話題についても文献
レビューを行い、主要国のクラウドワーカー保護の状況について整理した。 
そのうえで、横断研究として、インターネットでの質問票調査を行った。対象は、日本全国で

働く労働者 18～65 歳の男女であった。主に、基本属性や仕事の内容、雇用形態、家族の状況な
どについて尋ねた。全体で約 3,000 人の労働者から回答を得て分析を実施した。健康状態につい
ては、労働災害の有無、身体的症状の有無、抑うつに関する質問票（K-6）の回答、健康診断の
受診状況、社会保障への加入状況を尋ねた。特に、今回の調査では、クラウドワークなどの仕事
を行っている人とそうでない人の２群に分け、かつ、その 2群についても、正規雇用労働者、非
正規雇用（パート・アルバイト、派遣労働者、契約社員、嘱託）・自営業／個人事業主などの違
いに着目して健康に関する分析を行った。 
 
４．研究成果 
 
 主に雇用形態や、クラウドワーク経験の有無に基づいて、労働者の健康や生活について分析し
た。本研究の目的に沿って、１）身体的健康、２）精神的健康、３）予防医療・治療へのアクセ
ス、４）社会保障加入状況の違いを分析した。その結果については、性別や年齢階級などの属性



と家庭状況、社会経済的状況に関しても分析した。分析結果の成果については、現在、成果をと
りまとめ、学術論文等として投稿するなど、科学的根拠の提示を行っている。 
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